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惑星系形成の標準シナリオでは、地球型惑星の形成過程は 3段階に分けられている。すなわち、(1)ダストから
の微惑星の形成、(2)微惑星からの原始惑星の形成、(3)原始惑星からの地球型惑星の形成、である。本研究の目
的は、確率的な過程である (3)段階を、多数の多体シミュレーションを行なうことによって統計的に明らかにす
ることである。
(2)段階では、寡占的成長によって微惑星系から原始惑星系が形成されることが知られている。寡占的成長と
は、同質量程度の複数の原始惑星が、その重力圏 (ヒル半径)に比例した軌道間隔を保ちながら支配的に成長する
モードである。(3)段階では、原始惑星どうしの巨大衝突によって惑星が完成することになる。本研究では、寡占
的成長により形成された原始惑星系を初期条件とし、そこからの地球型惑星系形成の長期多体シミュレーション
を行なっている。これまでに、観測や理論から考えられる範囲で、原始惑星系の総質量、質量分布、軌道間隔な
どを変えてシミュレーションを行ない、形成される地球型惑星系がどのようにそれぞれのパラメータに依存する
かを調べている。これまでに次のことが明らかになっている。地球型惑星の個数は原始惑星系の総質量が大きい
ほど少なくなるが、1個の惑星の質量は大きくなる。また、原始惑星系の総質量を一定とした場合、形成される
地球型惑星系の基本構造は、初期の原始惑星系の質量分布や軌道間隔にはほとんど依存しない。最大質量の惑星
の軌道長半径は、原始惑星の初期分布範囲の中心からやや内側になる。
本発表では、多様な原始惑星系から形成される地球型惑星系の統計的性質を定量的に示す。さらに、海が存在
可能な「ハビタブルゾーン」に地球型惑星が形成される確率についても議論する。


